
主催 ： 公益財団法人 日本棋院　　協賛 ： 株式会社グロービス

東京都千代田区五番町7-2 市ヶ谷駅徒歩2分

日時 ： 2026年6月28日（日）　13:00～（12:30開場）
会場 ： 日本棋院東京本院1階　参加費：無料
　　　　　　　　　　　　　　定員：70名

申込はこちら

QRコード

解説：一力遼名人
（第1回グロービス杯）

聞き手：星合志保四段

第11回グロービス杯第11回グロービス杯

世界囲碁世界囲碁
大盤解説会大盤解説会

参加
無料

グロービス経営大学院　学長

堀　義人

　新型コロナウイルス感染症の影響による一時休止を経て、3年ぶりに「グロービス杯」を再開できることを大変嬉しく思います。

　本大会は、日本の若手棋士が同世代の世界のトップ棋士と鎬を削る機会をつくり、世界で勝つことを目的に 2014 年に創設されました。

グロービス杯を 10回連続で開催し、今や世界の若手棋士の登竜門となっています。

　今回、再開を決断した大きなきっかけは、本大会の初代チャンピオンである一力遼棋士が、オリンピックと

同様に 4年に 1度開催される世界最高峰棋戦「応氏杯」で見事優勝を果たしたことです。既に女流の上野愛咲

美棋士も、世界棋戦で優勝するに至っています。また、各棋戦タイトルもグロービス杯参加棋士によって独占

されており、私たちが目指してきた若手育成の成果が着実に実を結んでいることを実感しています。

　第 11回を迎えた今年、日本、韓国、中華台北、欧州、北米、アジア・オセアニアから選抜された若き才能

たちが集い、熱戦を繰り広げます。次代を担う若手棋士たちが世界に挑戦し、切磋琢磨する中で、盤上でどの

ような名勝負が繰り広げられ、新たな歴史が刻まれるのか、今から期待に胸を膨らませています。

　これからもグロービス杯が日本の若手棋士の育成に寄与し、世界で常に勝ち続ける状態になることを大いに

期待しています。本大会の熱気を通じて、囲碁を愛する輪が大きく広がり、囲碁界全体のさらなる発展へと繋

がることを心より願っております。

ようこそ「第11回グロービス杯世界囲碁U-22」へ。



第11回グロービス杯第11回グロービス杯

重川 明司
二段
Shigekawa Akashi
2006年8月28日生
19歳

蕭 鈺洋 
四段
 Hsiao Yu-Yang
2006年9月17日生
19歳

桑原 樹
七段
Kuwabara Itsuki
2008年9月7日生　
17歳

権 孝珍
七段
Kwon Hyo Jin
2004年1月8日生まれ
22歳

金 丞求
四段
Kim Seung Gu
2006年6月13日生まれ
20歳

呉 彦諶
三段
Wu Yen Chen
2009年1月20日生まれ
17歳

金 昇珍
七段
Kim Seung Ji
2006年5月19日生まれ
20歳

韓国代表

日本代表

世界囲碁世界囲碁

上野 梨紗
四段
Ueno Risa
2006年6月24日生
20歳

第11回グロービス杯 世界囲碁Ｕ-22　各国代表選手第11回グロービス杯 世界囲碁Ｕ-22　各国代表選手

金 恩持
九段
Kim Eun Ji
2007年5月27日生まれ
19歳

朴 只玹
七段
Park Ji Hyeon
2005年7月6日生まれ
20歳

アレクサンダー・チー
三段

ユーズ・シン
アマ６段

Alexander QiXing Yuze
2008年4月28日生まれ
18歳

北米代表 アメリカ

福岡 航太朗
七段
Fukuoka Kotaro
2005年12月22日生　
20歳

酒井 佑規
七段
Sakai Yuki
2004年4月14日生
22歳

2008年10月9日生まれ
17歳

欧州代表 ドイツ

ポンサカラン・ソーナラ
アマ６段
Pongsakarn Sornarra
2007年1月26日生まれ
19歳

アジア・オセアニア代表 タイ

徐 靖恩
七段
Hsu Ching En
2006年12月26日生まれ
19歳

中華台北代表

※年齢は 2026 年 6 月 26 日時点


